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2mmx5mmX深さ 2mmの箱型寓洞を基本寓洞として，深さを1.0 ， 1.3, 1.6, 2.0 , 2.5mm と変え
た 5 種の富洞，幅を1.5 ， 2.0 , 2.2 , 2.4 , 2.9mm と変えた 5 種の寓洞，寓底の線角(以下富底隅角と略





























壁に働く応力の最大値は PL の約 1/2 であった。
4. PLと寓壁の聞の隙間は，光弾性実験により得られた寓壁に働く応力の大きさがPLと歯質との接着
強さより大きい部位に観察された。
(結論)
箱型寓洞内で重合硬化したコンポジットレジン修復物の内部応力により寓壁に働く引張りの垂直応力
は寓底隅角付近において最大となり，そして幅が広いか，あるいは深さの浅い寓洞ではその最大値は減
-374-
少することが示された。また，寓底隅角部に斜面を付与すると，寓壁に働く応力が平均化することがわ
かった。さらに歯牙に形成した寓洞の修復物の寓壁適合状態は，今回得られた富壁に働く応力の大きさ
とレジンと歯質との接着強さの比較により説明することができた。
論文審査の結果の要旨
本研究は，臨床の l 級寓洞を模した箱型寓洞内でコンポジットレジンを重合硬化させた場合に，重合
収縮により生じるレジン修復物の内部応力を光弾性実験法を用いて解析したものであるO
その結果，箱型寓洞では光重合型あるいは化学重合型レジンのいずれにおいても寓壁に働く引張り応
力は，側壁では深部ほど，寓底では線角に近づくほど大きくなることが明らかになった。また，標準的
な 1 級寓洞に類似した寸法の箱型寓洞において光重合型レジンの寓壁に働く引張り応力の最大値は，レ
ジンと歯質との接着強さよりかなり大きいことが判明した。そしてその応力の最大値は寓洞の幅あるい
は深さによって大きく変化することが認められた。さらに，化学重合型レジンを光重合型レジンと比較
すると，寓洞内の応力の分布は同じであるが大きさは約 1/2 であることが明らかにされた。
以上のように，本論文は従来明らかでなかったコンポジッ卜レジン修復物の内部応力の分布と大きさ
について新たな知見と重要な示唆を与えるものであり，価値ある業績であるO よって本研究は博士(歯
学)の学位授与に十分値するものと認める O
